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はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解してください。オペレータや周囲の人の人
身事故や製品の損傷を防ぐ上で大切な情報が記載さ
れています。製品の設計製造、特に安全性には常に
最大の注意を払っておりますが、この製品を適切か
つ安全に使用するのはお客様の責任です。

弊社に直接おたずねをいただく場合 www.Toro.com製
品・アクセサリに関する情報、代理店についての情
報、お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマー
サービスにおたずねください。お問い合わせの際に
は、必ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知ら
せください。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻
印した銘板の取り付け位置を示します。

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、
ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととなななるるる化化化学学学物物物
質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製
品品品ををを使使使用用用しししたたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異
常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性

がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

注注注 この製品は、関連するEU規制に適合していま
す 詳細については、DOCシート規格適合証明書を
ご覧ください。

前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 こここのののキキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけにににははは、、、テテテフフフロロロンンンテテテーーープププ
ががが必必必要要要ででですすす。。。テテテフフフロロロンンンテテテーーープププははは、、、フフフィィィッッッテテティィィンンングググののの
ねねねじじじ山山山部部部分分分ににに使使使用用用しししままますすす。。。ねねねじじじ山山山部部部分分分ののの根根根元元元かかかららら
フフフィィィッッッテテティィィンンングググののの先先先端端端部部部ににに向向向かかかっっっててて、、、水水水漏漏漏れれれしししななないいい
よよようううにににぴぴぴっっったたたりりりととと巻巻巻きききつつつけけけてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 こここのののキキキッッットトトののの取取取りりり付付付けけけにににははは、、、植植植物物物油油油なななどどどのののよよよ
うううななな、、、非非非石石石油油油系系系ののの潤潤潤滑滑滑剤剤剤ががが必必必要要要とととなななりりりままますすす。。。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不不不適適適切切切ななな使使使いいい方方方をををしししたたたりりり手手手入入入れれれををを怠怠怠っっったたたりりりすすするるるととと、、、
人人人身身身事事事故故故にににつつつななながががりりりままますすす。。。事事事故故故ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、以以以
下下下ににに示示示すすす安安安全全全上上上ののの注注注意意意ややや安安安全全全注注注意意意標標標識識識のののつつついいいててていいい
るるる遵遵遵守守守事事事項項項ははは必必必ずずずおおお守守守りりりくくくだだださささいいい「「「注注注意意意」」」、、、「「「警警警
告告告」」」、、、おおおよよよびびび「「「危危危険険険」」」ののの文文文字字字ははは、、、人人人身身身ののの安安安全全全ににに関関関わわわ
るるる注注注意意意事事事項項項ををを示示示しししててていいいままますすす。。。こここれれれらららののの注注注意意意ををを怠怠怠るるる
ととと死死死亡亡亡事事事故故故なななどどどののの重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ががが発発発生生生すすするるるこここととと
がががああありりりままますすす。。。

車両本体の オペレーターズマニュアル に掲載され
ている安全についての注意事項もお読みください。

• ハンドスプレーヤを人や動物に向けないでくだ
さい。高圧の液体は皮膚を貫通して重傷を引き
起こす恐れがあり、身体部の切断や死亡に至る
こともあります。また高温になった液体や薬品
はやけどを起こすことがあります。万一、薬液
の噴射流に触れた場合は直ちにこの種の事故に
詳しい医師の診察を受けてください。

• スプレーノズルの前に手などを出さないよう
にしてください。

• 作業場を離れる時は機器に水圧が掛かった状態
で放置しないでください。

• ホースやトリガーロック、ノズルなど部品に少
しでも損傷や欠落がある場合は、ハンドスプ
レーヤを使用しないでください。

• ホースやフィッティングなどの部品に少しでも
漏れが発生している場合は、ハンドスプレーヤ
を使用しないでください。

• 電線の近くで散布作業を行わないでください。

• 車両を運転しながらハンドスプレーヤで散布作
業をしないでください。

• 薬品をハンドスプレーヤで散布する時は、ゴム
手袋、安全ゴーグル、全身保護スーツを着用し
てください。

• 機械が落雷を受けると最悪の場合死亡事故とな
ります。稲光が見えたり雷が聞こえるような場
合には機械を運転しないで安全な場所に避難し
てください。

注注注
意意意
農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララ
ベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全ててて
守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着しししたたた
場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい落落落とととすすす。。。

• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、メメメーーー
カカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実行行行すすするるる。。。
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンの準備を行う。

マフラシールド 1
テールパイプシールド 1
L シールド 12
マフラクランプ 3

マフラーシールドを取り付けます。

ワイヤハーネス 1
ホースリールボタン 1
全天候ナット 1
小さい R クランプ 1
フランジナット (3/8 インチ) 1
キャリッジボルト 1
ヒューズリンク 1
電源リレー 1

3

プッシュファスナー 1

ワイヤハーネスを取付けます。

ホースリールフレーム 1
ボルト (5/16 インチ) 10
フランジナット (5/16 インチ) 10
スイベルプレート 1
ホースリール 1
大きいキャリッジボルト 4
フランジナット3/8 インチ 4
ハンドル 1
泥除けシールド 1
スプリングクリップ 1
ロックナット 2
小さいキャリッジボルト 2
大きいR クランプ 2
スプレーガン・ブラケット 1
スペーサ 2
タップねじ 2
スラストワッシャ 1

4

スナップリング 1

ホースリールを取り付けます。

制御バルブ 1
長いボルト 4
ホースリール給液ホース 1
ホースクランプ 4
ストレートのホースバーブ 1

5
給液ホースバルブ 1

制御バルブを取り付けます。

長いホースフィッティング付 1
スプレーガン 16
プラスチック製ホースクランプ小 1

スプレーホースを接続する。
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1
マママシシシンンンののの準準準備備備ををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. 散布装置の中に水や薬液が残っていないことを

確認する。薬剤を使用した散布装置は真水で入
念に洗浄する洗浄手順については散布車両の
オペレーターズマニュアル を参照すること。

2. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、
ポンプを停止し、エンジンを停止し、キーを
抜き取ります。

3. バッテリーのマイナス端子からバッテリー
ケーブルを外す。

2
マママフフフラララーーーシシシーーールルルドドドををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 マフラシールド

1 テールパイプシールド

1 L シールド

3 マフラクランプ

手手手順順順

シシシリリリアアアルルル番番番号号号ががが 314000499よよよりりりももも若若若いいい製製製品品品ののの場場場合合合

1. 既存のマフラークランプを利用して、マフラー
シールドの前部をマフラーに取り付ける図 2。

図図図 2

1. L シールド 4. テールパイプシールド

2. 既存のマフラークランプ 5. 新しいマフラークランプ

3. マフラシールド

2. 既存のマフラークランプを利用して、マフラー
シールドの後部とテールパイプシールトの前
部をマフラーに取り付ける図 2。

3. マフラークランプを使って、テールパイプシー
ルドの後部をテールパイプに固定する。

4. マフラークランプを、Lシールドの端部に取り
付け、その位置からクランプをテールパイプ
の端部までずらす図 2。

注注注 シールドが駆動シャフトに干渉しないよう
に注意してください。

5. マフラークランプを使って、Lシールドのもう
一方の端部をテールパイプに固定する。

3
ワワワイイイヤヤヤハハハーーーネネネスススををを取取取付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ワイヤハーネス

1 ホースリールボタン

1 全天候ナット

1 小さい R クランプ

1 フランジナット (3/8 インチ)

1 キャリッジボルト

1 ヒューズリンク

1 電源リレー

1 プッシュファスナー

手手手順順順

1. タンク前部固定ベルトをタンク上部に固定し
ている締結具を外す。

注注注 外した部品は捨てないでください。

2. 右タンク固定ベルトの内側の下の穴にキャ
リッジボルトを取り付ける。

3. 先ほど外した、タンク固定ベルト用の締結具
を使って、タンク固定ベルトをタンクに固定
する。

注注注 ベルトがタンクに確実に固定されている
ことを確認する。締めすぎないように注意し
てください。

4. フランジナット3/8インチを使用して、Rクラ
ンプをキャリッジボルトに固定する。

5. ワイヤハーネスのホースリール端部を、図 3に
示すように Rクランプに通す。
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図図図 3

1. R クランプ 2. ワイヤハーネス

6. リアパネルをコンソールアームに固定してい
るボルトを外す。ボルトは捨てないこと。

7. ホースリールのボタンをワイヤハーネスに接続
し、ボタンと全天候ナットをリア・コンソー
ルアームに取り付ける図 4。

図図図 4

1. プラス端子 4. 電源リレー

2. マイナス端子 5. メインのワイヤハーネスの
プラグ

3. ヒューズリンク 6. ホースリールボタンの接続

8. 先ほど取り外したボルトを使用して、コンソー
ルパネルをコンソールアームに固定する。

9. その近くにあるコネクタを、コントロール
アームの前側の下にあるメインワイヤハーネ
スについているホースリール・プラグに接続
する図 4。

10. その隣のコネクタを電源リレーに接続し、リ
レーを、既存のリレーの近くのフレームの外
側の穴に取り付ける。

11. バッテリーのプラス+端子に取り付けられて
いる赤いワイヤに、ヒューズリンクを接続す
る図 4。

12. ワイヤハーネスの遠い方の端部を、ヒューズ
ブロックのアースに接続する図 4。

4
ホホホーーースススリリリーーールルルををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 ホースリールフレーム

10 ボルト (5/16 インチ)

10 フランジナット (5/16 インチ)

1 スイベルプレート

1 ホースリール

4 大きいキャリッジボルト

4 フランジナット3/8 インチ

1 ハンドル

1 泥除けシールド

1 スプリングクリップ

2 ロックナット

2 小さいキャリッジボルト

2 大きいR クランプ

1 スプレーガン・ブラケット

2 スペーサ

2 タップねじ

1 スラストワッシャ

1 スナップリング

手手手順順順

1. ホースリール・フレームを、機体の側部に取
り付けるボルト5/16インチ4本と、フランジ
ナット5/16インチ4個を使用して図 5のよう
に取り付ける。
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図図図 5

1. ホースリールフレーム

2. スイベルプレートをホースリールの底部に取
り付けるキャリッジボルト4本とフランジナッ
ト3/8インチ4個を使用する図 6。

図図図 6

1. ホースリール 4. ホースリールフレーム

2. スイベルプレート 5. スイベルロック

3. スプリングクリップ

3. スイベルプレートを、ホースリール・フレー
ムの穴に落とす図 6。

注注注 取り付けがしやすいように、スイベルロッ
クを左に動かす。

4. ホースリールフレームの下側で、スイベルプ
レートの柱にスラストワッシャとスナップリ
ングを取り付ける図 7。

図図図 7

1. スナップリング 2. スラストワッシャ

5. ハンドルを、スイベルプレートに仮止めす
るボルト5/16インチ4本を使用する図 8。

図図図 8

1. ボルト5/16 インチ 3. ハンドル

2. 泥除けシールド

6. 泥除けシールドとハンドルを、スイベルプ
レートに取り付けるステップ 5で取り付けた
ボルトと、フランジナット5/16インチ4個を使
用する図 8。

7. 泥除けシールドの上部をハンドルに固定す
るタップねじ2本を使用する図 9。
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図図図 9

1. ボルト5/16 インチ 4. 大きいR クランプ

2. スプレーガン・ブラケット 5. フランジナット (5/16 インチ)
3. スペーサ 6. タップねじ

8. スプレーガン・ホルダーを、泥除けシールド
に図 9に示すように取り付ける。

9. ハーネスをホースリールに接続する。

5
制制制御御御バババルルルブブブををを取取取りりり付付付けけけるるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 制御バルブ

4 長いボルト

1 ホースリール給液ホース

4 ホースクランプ

1 ストレートのホースバーブ

1 給液ホースバルブ

手手手順順順

1. 水圧ゲージポートをブームバルブに取り付け
ている長いボルト4本を外して廃棄する図 10。
平ワッシャとナットは捨てないこと。

図図図 10

1. 水圧計ポート 2. 長いボルト

2. スタビライジング・ブラケットをバルブ・ア
センブリに固定しているボルトとナット2組を
外して保管する図 10。

3. 長いボルト4本を使用して、Oリング、新し
いコントロールバルブ、先ほど外した水圧計
ポート、それにスタビライジング・ブラケッ
トを取り付ける図 11を参照。
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図図図 11

1. 制御バルブ 3. 水圧計ポート

2. T 字フィッティング

4. ホースクランプを使って、ホースリール給液
ホースを、コントロールバルブに取り付ける。

5. ホースバーブストレートを、ホースリール
の給液ホースに取り付けるホースクランプを
使用する。

6. ホースリール給液ホースを図 12に示すよう
に配設して、ホースクランプを使ってホース
リールに取り付ける。

注注注 タンク洗浄すすぎキットが取り付けられ
ている場合には、ホースをすすぎポンプの裏
に通してください。

図図図 12

1. ホースリール給液ホース

7. ケーブルタイ2本を使って、ワイヤハーネスを
給水ホースに固定する。

8. タンク給液ホースの上部から、下に向かって
13 cmを測り、ここでホースを切断する。

9. ホースクランプ2個を使って、2本のホース端
部を、給液バルブに取り付ける図 13。

図図図 13

1. タンク給液ホース 2. 給液ホースバルブ

6
スススプププレレレーーーホホホーーースススをををつつつなななぐぐぐ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 長いホースフィッティング付

1 スプレーガン

1 プラスチック製ホースクランプ小

手手手順順順

1. 長いホースのフィッティングのねじ山部分にテ
フロンTeflon®テープを巻き、フィッティング
をリールの接続チューブに取り付ける図 14。
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図図図 14

2. ホース長のもう一端をスプレーガンのフィッ
ティングにつなぐ図 15。

g017765

1 2 3 4

図図図 15

1. ホース 3. バーブ

2. ホースクランプ 4. スプレーガン

3. ホースの端をホースクランプ小で固定する。

4. バッテリーケーブルマイナスケーブルをバッ
テリーに接続する。

5. ホース巻取りボタンを押し、注意深くホース
をリールに巻いていくリールの左右の端から
端まで均等に巻きつけること。

注注注
意意意
手手手、、、だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服、、、長長長髪髪髪、、、アアアクククセセセサササリリリーーー
類類類がががホホホーーーススス巻巻巻取取取りりり時時時にににホホホーーースススやややリリリーーールルルににに巻巻巻
ききき込込込まままれれれ、、、ケケケガガガをををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 巻巻巻取取取りりり時時時はははリリリーーールルルやややホホホーーースススににに手手手ををを近近近づづづ
けけけななないいい。。。

• だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服ををを避避避けけけ、、、アアアクククセセセサササリリリーーー
類類類ををを外外外ししし、、、長長長髪髪髪はははまままとととめめめててておおおくくく。。。

運運運転転転操操操作作作
警警警

告告告
高高高圧圧圧ののの掛掛掛かかかっっったたた液液液体体体ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに重重重
大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• ノノノズズズルルルかかかららら液液液体体体ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、
絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいい。。。

• スススプププレレレーーーヤヤヤををを人人人ややや動動動物物物ににに向向向けけけななないいい。。。

• 圧圧圧力力力ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、送送送液液液ララライイインンンやややホホホーーースススににに
傷傷傷ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててて
いいいるるるかかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 整整整備備備なななどどどののの作作作業業業ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを
確確確実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

• 万万万一一一オオオイイイルルルががが皮皮皮下下下ににに入入入っっったたたららら直直直ちちちににに専専専門門門医医医
ののの手手手当当当てててををを受受受けけけるるる。。。

• 高高高温温温ののの液液液体体体ややや薬薬薬品品品はははやややけけけどどどををを起起起こここしししたたたりりり人人人
体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

重重重要要要 作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤををを洗洗洗
浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、内内内部部部ににに残残残留留留しししててて
いいいるるる薬薬薬剤剤剤ががが固固固まままっっってててララライイインンンののの詰詰詰まままりりりやややポポポンンンプププののの異異異
常常常ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

散布システムは 一一一回回回使使使用用用すすするるるごごごとととににに洗浄してくだ
さい。スプレーシステムの正しい洗浄方法

• すすぎ洗いを3回別々に行う。

• それぞれのすすぎ洗いに少なくとも190リットル
の水を使用する。

• 薬剤メーカーが指示をしている場合には、その
指示に従ってクリーナや中和剤を使用する。

• 最最最後後後のののすすぎ洗いは、純粋な真水クリーナや中
和剤を使用しないを使って行う。

ブブブーーームムムスススプププレレレーーーモモモーーードドドかかからららハハハンンンドドド
スススプププレレレーーーモモモーーードドドへへへののの切切切りりり替替替えええ
1. 機械を停止し、ブームを OFFにし、駐車ブ

レーキを掛ける。

警警警
告告告
車車車両両両ををを運運運転転転しししななながががらららハハハンンンドドドスススプププレレレーーーヤヤヤををを操操操
作作作すすするるるのののははは非非非常常常ににに危危危険険険でででああありりり、、、負負負傷傷傷事事事故故故ややや
死死死亡亡亡事事事故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。運運運転転転中中中ははは
ハハハンンンドドドスススプププレレレーーーヤヤヤををを操操操作作作しししななないいいこここととと。。。

2. 車両後部にまわり、スプレーガンのトリガー
ロックがきちんと掛かっていることを確認す
る。
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3. コントロールバルブについているレバーを操
作してバルブを開く。

4. 運転席に戻ってポンプを ONにする。

5. マスターブームスイッチを ON位置にする。

6. エンジンを希望する回転数にセットして、
ニュートラル・エンジン速度ロックを ONに
する。

重重重要要要 手手手散散散布布布モモモーーードドドでででははは、、、150 psi10.5 kg/cm2以以以
上上上ののの設設設定定定にににしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

ハハハンンンドドドスススプププレレレーーーヤヤヤでででののの散散散布布布作作作業業業
1. 必要な長さのホースをリールから引き出す。

重重重要要要 ホホホーーースススををを引引引ききき出出出すすす時時時にににスススプププレレレーーーガガガンンンををを
引引引っっっ張張張らららななないいいでででくくくだだださささいいい。。。必必必ずずず直直直接接接ホホホーーースススををを
持持持っっっててて引引引ききき出出出しししてててくくくだだださささいいい。。。スススプププレレレーーーガガガンンンををを
引引引っっっ張張張るるるとととガガガンンンのののフフフィィィッッッテテティィィンンングググやややホホホーーースススががが
破破破損損損すすするるるここことととがががああありりりままますすす。。。

2. トリガーのロックを外す。

3. スプレーガンのノズルを散布したい場所に向
け、トリガーを引く。

4. 散布が終わったらトリガーから手を離し、ト
リガーのロックを掛ける。

ハハハンンンドドドスススプププレレレーーーモモモーーードドドかかからららブブブーーームムム
スススプププレレレーーーモモモーーードドドへへへののの切切切りりり替替替えええ
1. ホースリールの巻取りボタンを押し、50 cmか

ら 1 mほど残してホースを巻き取る。

注注注 ホース巻取りボタンは、スーパーバイザー
管理者専用キーが「解除」位置にセットされ
ているときにのみ使用可能です。

注注注
意意意
手手手、、、だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服、、、長長長髪髪髪、、、アアアクククセセセサササリリリーーー
類類類がががホホホーーーススス巻巻巻取取取りりり時時時にににホホホーーースススやややリリリーーールルルににに巻巻巻
ききき込込込まままれれれ、、、ケケケガガガをををすすするるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 巻巻巻取取取りりり時時時はははリリリーーールルルやややホホホーーースススににに手手手ををを近近近づづづ
けけけななないいい。。。

• だだだぶぶぶつつついいいたたた衣衣衣服服服ををを避避避けけけ、、、アアアクククセセセサササリリリーーー
類類類ををを外外外ししし、、、長長長髪髪髪はははまままとととめめめててておおおくくく。。。

2. コントロールバルブについているレバーを操
作してバルブを閉じる。

3. 液体を噴射しても安全な場所にスプレーガンの
ノズルを向け、トリガーのロックを外し、トリ
ガーを引いてホースに残った液体を全部出し切
る。終わったらトリガーのロックを掛ける。

4. スプレーガンをリール背面のホルダに戻す。

5. エンジンをアイドリング速度に戻す。

6. ポンプを停止させる。

重重重要要要 そそそののの日日日ののの作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら、、、忘忘忘れれれずずずにににハハハ
ンンンドドドガガガンンンののの内内内部部部洗洗洗浄浄浄ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい手手手順順順ににに
つつついいいてててはははオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照ししし
てててくくくだだださささいいい。。。適適適切切切ななな清清清掃掃掃ををを行行行わわわななないいいととと、、、ガガガ
ンンンやややホホホーーースススリリリーーールルル・・・キキキッッットトトののの性性性能能能ががが損損損なななわわわれれれ
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

7. レートスイッチで希望する水圧kPaまたは psiに
セットする。
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Toro 製製製品品品ののの総総総合合合品品品質質質保保保証証証

限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に
基づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥
に対して、2年間または1500運転時間のうちいずれか早く到達した時点
までの品質保証を共同で実施いたします。この保証は、エアレータ以外
のすべての機器に適用されますエアレータ製品については別途保証があ
ります。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warrnty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

「製品」のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調
整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合には、保証が受
けられないことがあります。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品を使用したことまたはToroの純正部
品以外のアクサセリや製品を搭載して使用したことが原因で発生した
故障や不具合。これらの製品については、別途製品保証が適用され
る場合があります。

• 推奨された整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不具
合。オペレーターズマニュアル に記載されている弊社の推奨保守手順
に従った適切な整備が行われていない場合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠陥があっ
た場合には保証の対象となります。通常の使用に伴って磨耗消耗する
部品類とは、ブレーキバッドおよびライニング、クラッチライニング、ブ
レード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、グリス注入タイ
プ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、ベアリン
グ、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散布用の部品
としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブなどが含まれます。

• 外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格納条件、
汚染、弊社が認めていない燃料、冷却液や潤滑剤、添加剤、肥料、
水、薬剤の使用などが含まれます。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用に伴う運転音や振動、汚れや傷、劣化。

• 通常の使用に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、
ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって取り付けられた部品は、この製品保証によ
り保証期間終了まで保証され、取り外された部品は弊社の所有となります。
部品やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。弊社
が保証修理のために再製造した部品を使用する場合があります。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンン・・・バババッッッテテテリリリーーーののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオン・バッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変
わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充
電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このよ
うな通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲で
す。本製品の保証期間中に、上記のような通常損耗によってオーナーの負
担によるバッテリー交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。
注リチウムイオンバッテリーについてリチウムイオンバッテリーには、その部
品の性質上、使用開始後 3-5 年についてのみ保証が適用される部品があ
り、その保証は期間割保証補償額逓減方式となります。さらに詳しい情報に
ついては、オペレーターズマニュアル をご覧ください。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

エエエンンンジジジンンン関関関係係係ののの保保保証証証にににつつついいいててて

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわ
しくは、製品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エ
ンジンの排ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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